


多彩に輝き、持続的に発展する都市
○自然環境と共生した持続可能な都市の実現

豊かな自然の恵みを市民生活に活かし、また、深刻化する地球環境問題の克服に貢献する

ため、都市機能や居住の無秩序な拡散を抑制し、利便性の高い公共交通沿線に誘導するなど、

都市全体におけるメリハリのある土地利用を推進するとともに、公共投資の選択と集中、ス

マートシティ、グリーンインフラの取組により、将来世代に引き継ぐ、自然環境と共生した

持続可能な都市を目指します。 

○都市活力の持続と向上 

三遠南信地域や県西部地域などの広域圏の発展をけん引する都市としてふさわしい都市

活力を生み出していくため、都市活動の中心であり都市の顔である都心の再生とともに、こ

れまでの本市の発展を支えてきた工業や農業をはじめ、多様な産業の更なる活発化や、交流

人口の拡大につながる都市づくりを目指します。 

○地域特性を活かした都市づくりと相互連携の強化 

都市機能が集積する地域から自然環境豊かな地域までそれぞれの役割を明確にしたうえ

で、地域固有の産業基盤や自然資源、歴史・文化・伝統などの地域特性を活かした都市づく

りを目指します。また、ヒト・モノ・カネ・情報のネットワークを活かして地域相互の連携

を強化することにより、新しい価値や文化、産業が次々と生まれる創造都市の実現を目指し

ます。 

○市民生活の質の向上 

市民一人一人の暮らしが充実し、市民生活の質の向上が実感できるよう、日常生活の利便

性の確保、良好な都市環境や歩いて暮らせる交通環境の形成、都市の防災性の向上など、安

全・安心・快適な都市づくりを目指します。 

○市民の参加・協働によるまちづくりの推進 

 地域特性に応じた創意工夫による魅力的なまちづくりを推進し、地域の課題を解決する地域

力を高めるため、市民、市民活動団体、事業者などがまちづくりの主役として各自の役割を果

たすとともに、それぞれの主体が協働する仕組みと体制を強化します。

浜松市都市計画マスタープラン（2020年度）における都市計画の基本理念を本計画のまち 

づくりの理念として以下に示します。 





■将来都市構造 

拠点ネットワーク型都市構造 

拠点ネットワーク型都市構造とは、基幹的な公共交通沿線に都市機能が集積した複数の

拠点が形成され、その拠点と公共交通を中心に都市が集約されるとともに、拠点間が公共

交通を基本として有機的に連携されたコンパクトな都市構造のことをいいます。 

この都市構造の実現により、過度に自動車に依存することがなく、高齢者をはじめとす

る誰もが出歩きやすい健康で快適な暮らしの確保、財政的・経済的に持続可能な都市経営、

都市の低炭素化などが可能となります。

■将来都市構造の枠組み 

目標①

コンパクトで暮らしや
すい持続可能な
都市づくり

目標②

多様な産業・資源を
活かした都市活力の

持続・向上を支える
都市づくり

目標③

創造都市の顔である
都心の再生に
向けた都市づくり

目標④
自然環境の保全・

創出と環境負荷の
小さな都市づくり

目標⑤ 安全で安心な災害に強い都市づくり

浜松市都市計画マスタープラン（2020年度）では、目指すべき将来都市構造として、低炭素 

都市形成や効率的な都市経営が可能となる集約型の都市構造「拠点ネットワーク型都市構造」を 

掲げ、５つの都市計画の目標を枠組みとして将来都市構造図を描いています。 








